
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１７年（平成２９年）７月発行  第６５号 

平成 29年第２回定例会が６月５日から

22 日までの会期で開催されました。今定

例会では、訪問理美容サービス事業、蜂

の巣駆除等の一般会計補正予算につい

て、立川市学校設置条例の一部を改正す

る条例等の議案が上程され、慎重審査し

た結果、全て原案通り可決しました。 

学校設置条例では、若葉町にあるけや

き台小と若葉小が統合され、新たな学校

として“若葉台小学校“となることが決

定しました。 

私は、８日の本会議の一般質問で、 

①健やかに子ども達が育っていく為に 

②砂川地域のまちづくりについて 

市長の考えと今後の取り組みをただしま

した。 

15 日に行われた厚生産業委員会で、子

ども未来センターの駐車場業務につい

て、夜間駐車料金の変更（1時間 100 円か

ら 2時間 100 円）の報告がありました。 

 

【平成 29 年第２回市議会定例会報告】 

夏！本番となりました。皆様、い

かがお過ごしでしょうか。 

過日、東京都議会議員選挙が行わ

れました。新たな風が吹き、東京都

議会が大きく変わってくることと

思います。期待を持って、今後を見

守りたいと思います。 

今回の選挙戦を通じて、「議員活動

とは、どんなもの？」「政治家に、

あまりいいイメージがない」といっ

た率直な声を伺いました。これは議

員や議会から住民の皆様に対する

発信力が不足しているからだと思

います。住民の皆様との距離を縮め

るための工夫･取組みをさらに進め

てまいります。 

議会改革の一環として、今定例会

から議場内にスクリーンを設置し、

プロジェクターを使用して質問に

活用する取組みを始めました。着実

に議会改革を前に進めていきたい

と思います。 

任期も残すところ後１年程とな

りました。益々精進していきたいと

思います。今後とも、どうぞ宜しく

お願い致します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆主張  ＩＣＴ教育環境について、各小中学校へタブレット端末の導入を実施したこ

とは評価する。今後は電子黒板の整備や、学校間ネットワークの整備、教育

委員会にＩＣＴ支援室の設置など、未整備のものについて早期にスケジュー

ルを立て実施していくべき 

 

◆主張  就学援助、要保護児童生徒援助費補助金について、 

国は要綱の改正を行い、小学校入学前に支給が 

できることとした。実施は各自治体の任意であるが、 

立川市に於いて明年度から実施できるよう準備を 

進めるべき 

 

◆主張  各小中学校及びＰＴＡ等で任意実施している英語検定や漢字検定等の各種検

定について、教育部として認識が薄いと思われる。子ども達の学力向上の機

会と捉えて支援していくべき 

 

◆主張  小学校で発達障がいのある児童らの支援として、特別支援教室“きらり”の

取組みが進んでいる。今後、中学校での特別支援教室の実施が計画されてい

るが、課題を整理し円滑な導入を目指すべき 

 

★教育環境の充実について 

上記の私の質問に対し、市は概ね、調査・研究、対応を進めるとの答弁をしました。 

今後も上記質問が確実に実施されていくよう努めて参ります。特に、就学援助の小学 

校入学前の支給について、着実に実施するよう主張して参ります。 

★砂川地域のまちづくりについて 

◆主張  現在、西武立川駅、武蔵砂川駅付近の再開発が進んでいるが、玉川上水駅周

辺については何もない状況である。超高齢社会を見据え、交通の要衝たる駅

周辺の利便性の向上は重要と考える。市の公共施設個別再編計画が進んでい

るが、この計画に合わせ、玉川上水駅周辺について、長期的ビジョンを構築

すべき 

★東京オリンピック・パラリンピックに向けて 

◆主張  オリンピック・パラリンピック種目で、ゴルフ、カヌー等を目指す子ども達

がいる。また冬季オリンピックを目指す子ども達もいる。市には、体育館、

野球場等の施設はあるが、上記の種目を目指す子ども達にとって、その環境

は整っていない。そのような子ども達への支援として、スポーツ基金（仮称）

の創設を考えてみてはどうか 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公明党の推進で昨年 11 月

に成立した無年金者救済法

により、公的年金の受給資格

を得るのに必要な加入期間

（受給資格期間）が今年８月

以降、25 年から 10 年に短縮

されます。 

実際に年金を受け取るには

請求手続きを行い、年金請求

書等を提出する必要があり

ます。 

詳しくは、右記「ねんきんダ

イヤル」へお問い合わせくだ

さい。 

平成新道（市道）と芋窪街

道（都道）の交差点付近の

歩道のインターロッキン

グの損傷が激しく、このた

び暫定整備されました。 

下水道マンホールの蓋デザインが新しくなることが、環境建設委員会で報告されまし

た。立川市公式キャラクター「くるりん」を活用した３種のデザイン(上図参照)を、１年

に 1種類ずつ製作し、マンホールの交換や新設の際に順次設置されます。シティセールス

の観点で、デザイン性の高いものを採用する自治体が増えていることなどから、公明党会

派の議会質問や予算要望などで、デザインの変更を求めていたものです。 

玉川上水駅南口の駅前広

場が、経年劣化で段差等が

できていたため、整備され

ました。 

玉柏町 4 丁目 45 番のＴ字

路に”歩行者・自転車に注

意”の看板が設置されまし

た。死角で見えない部分が

あるためです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「高口やすひこ」まで何でもお気軽にご相談下さい！ 

  ◆市議会議員 厚生産業委員会委員長 

高口やすひこ励ます会 発行  

 

《公明党無料法律相談》 

・毎週水曜日（第５週を除く）14 時から 

・立川市錦町 1-4-4 立川ｻﾆｰﾊｲﾂ 301 

＊予約制です。詳細は高口やすひこまで 

 

日々の活動の様子や生活関連情報などを、ＳＮＳ（フェイスブック、ツイッター、アメ

ブロ）、ホームページなどで発信しています！ 皆様の使いやすいツールで、高口やすひ

この活動や取組みを是非ご覧ください。 

７月２日に投開票された東京都議会議

員選挙において、公明党は２３名の公認候

補全員の当選を果たすことができました。 

議員報酬の削減、年収 760 万円未満の世帯

を対象に私立高校授業料の実質無償化な

ど、公明党の実績が評価されたものと受け

止めています。 

今後も皆様の期待に応えるべく、公明党議

員一致団結して頑張って参ります。 

ユーザ名：＠ytaka2030 
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